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理想的な防災対策とは，以下の三つの対策をバランス良く

行うことにより，図１のように災害による負のインパクトの

最小化を図るものである．すなわち，災害発生前に対策を行

うことで物理現象としての災害(Hazard)を負のインパクトと
しての災害(Disaster)に結び付けない努力をする「被害抑止」，
適切な対応によって被害発生後にその影響が広く波及するこ

とを防ぐ「災害対応/被害軽減」, 災害状況からの復旧・復興
を迅速にすることで災害による負の影響の最小化をはかる

「最適復旧/復興計画」の三つである．このような防災対策を
実現するためには，平常時より以下の環境を整備する必要が

ある．すなわち，発災後の状況を時系列的かつ空間的に認識

した上で，問題点を洗い出し，対策を検討/立案し，その対策
の効果を分析や訓練を通して評価することを繰り返すことで，

適切な対策をとれる人材を育成する環境である．この意味で，

利用者が発災後の状況を認識し，自らマニュアルを作成する

ことは，各項目の背景までを理解し，適切な対策を立案でき

る人材を育成できる重要なチャンスと言える．しかし，現状

では利用者が自らマニュアルを作成できる手法が確立されて

いないために，利用者が発災後の状況を認識できても，自ら

具体的な項目の内容を抽出することは難しい． 
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図２ ISDプロセスモデル3)

既往の研究では，田口・林1)はIDEF0 と部門連係フローチ
ャートを用いて応急対策の標準化手法を提案している．また

中谷・村尾2)はテクニカルライティングを用いた自治体の防災

マニュアルの作成手法を提案している．しかし，どちらの手

法も単体で利用するだけでは，利用者が自らマニュアルを作

成するには困難が伴う． 
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ISDとは，研修の効果と効率と魅力を高めるためのシステ
ム的なアプローチに関する方法論であり，研修が受講者と所

属組織の両者のニーズを満たすことを目指したものである．

研修が何のために行われるものかを確認し，何が達成されれ

ば「効果的な研修」と言えるのかを明確にする．受講者の特

徴と与えられた研修環境やリソースの中で最も効果的で魅力

的な研修方法を選択し，実行・評価する．研修の効果を職場

に戻ってからの行動変容も含めて捉え，研修方法の改善に資

する．この一連のプロセスを効率よく実施するためのノウハ

ウが技法として集大成されている．一般的に用いられている

プロセスモデルとしては，ADDIR モデルがあり，「分析
(Analysis)」「設計(Design)」「開発(Develop)」「実施(Implement)」
「評価(Evaluate)」の５つの要素で構成されている．（図２） 
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図１ 理想的な防災対策の効果イメージ 
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解するのは職務ごとに分掌された作業を確認するためである．

その際，既存の防災マニュアルで定められている組織図を参

考にしてもよい．例えば，図３の左上部は首都圏のある自治

体の部署の職務分析図である． 
3.2 災害情報アーカイブの利用 

災害情報アーカイブとは，被害想定等の地震災害に関連す

るシミュレーションで作成された災害情報と過去の災害記録

を利用しやすい形で標準化した上で蓄積・管理するシステム

である．利用者は本システムから提供された情報をから，災

害イマジネーション能力を向上することができる．本研究で

はアーカイブとして以下の２つのシステムを用いる．過去の

災害調査報告，新聞記事，教訓集などをデータベース化した

災害情報データベース5)と，任意の震源面を設定し，地震動，

職員参集の想定と，耐震補強シミュレーションをWeb上で行
えるWeb被害想定システム6)である． 
3.3 詳細な職務分析 

次に災害情報アーカイブで得られた情報を参考にして，職

務ごとに任務・ルーチンと詳細な作業項目を洗い出して分類

体系を作る．図３の右下部は左上部で分析された職務からさ

らに詳細な作業項目を分析した例である．そしてそれぞれの

作業項目に，事前に身につけておくべき知識・技術の追加と，

作業の早さやできばえの基準となる目標の設定，および作業

を実施する際に必要な情報の洗い出しを行う． 
3.4 データベースの構築および分析/評価 

次に洗い出された作業項目からデータベースを構築する．

すなわち，それぞれの作業項目に下記の９つのINDEX（①使
命（部門），②職務（個人），③開始時間，④終了時間，⑤対

策期，⑥仕事量，⑦目標，⑧必要な知識・技術（事前），⑨必

要な情報（実施時））を設定する．構築する際には次世代型防

災マニュアル7)の分析/評価機能と，部門ごとのフローチャー

トを自動的に生成して分析/評価できる職務フロー作成機能

を用いて，様々な視点からの分析/評価を行う．分析/評価機

能は，各項目の関連を合理的/客観的に分析/評価する機能で

ある．職務フロー作成機能は，部門ごとの作業の相対的な流

れを分析/評価するためのものである． 

 

４．おわりに 

本研究では，利用者が災害イマジネーション能力を向上で

きる情報をもとに，自らが対策を立案できるマニュアル作成

手法を提案した．具体的には教育システム技法(ISD)を用いて，
マニュアル作成プロセスを「個人が属する職務の定義」，「災

害情報アーカイブの利用による災害イマジネーション能力の

向上」，「詳細な作業項目の洗い出し」，「データベースの構築

および分析/評価」の４段階に分解した．この手法に従うこと

で利用者は容易に防災マニュアルを作成でき，発災後の状況

を的確に判断して適切な対策が立案できるようになる．これ

により総合的な防災力を向上できる環境が整備できるものと

考えられる． 

今後は本研究で提案した手法を用いてマニュアル作成を支

援できる統括的なシステムの構築を行う．そして構築したシ

ステムを自治体や企業で実際に運用することを目指す．  
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図３ 提案する防災マニュアル作成手法 
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